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第 1巻第 1

谷文
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F 保守の段踏まで一貫して

従って主要業務であるダム?オく路?発電所等の基礎地禁の土木地質的調査ばかりでなく時には

開題iとからんで鉱床?鉱山の調査やその評錨芦湛水後の貯水池周辺の地とり調査費ダム建設に関連す

る河川の潟水原菌の調査 9 ダム完成後の下流の水位低下K伴う種々の問題の調査研究等あらゆる地質

的問題にタッチしている O このために基礎的 9 研究的な問題が沢山花あっても仲々それらに取組な余

硲がとfいという楢みが多分にあることは否めない。

叉調査研究機関に所属する人々は具体的な現場の開題よりもむしろ現場からピックアップされた

礎的問題や特殊の問題に長い時間をかけて取組み現場はその研究結果の一つの実験場として取扱われ

現場の問題に終始一貫してタッチする機会が少ない立場にある O

iζ一般の土木地質のコンサノレタント的な機関(例えば土木調査会社の如き)に所属する人々は現

場の依頼K基つ守いて現場の問題に取組むが?依頼された問題の解決だけに取組むのであって F その結

果がどの様に受入れられ?それKよってどんな処置がとられたかなどの問題発生前後の状況について

は殆んどタッチし得ない立場にあるといえる C

最後に各大学の地学教室は夫々の地方における唯一の地費調査研究機関であるところから p 各県な

どが独自で行なうダム 9 道路，トンネノレ F 地とり対策芯どの計画に従って土木地質的調査を委託され

て実施することが多い。この様な立場の人々は土木地質に非常に興味奇もってそれらの調査研究に従

事するが元来が教育研究機関であり原則として種々の土木地質的調査研究のみに時間をさくことは不

可能である O しかし乙れらの人々の調査に対する考え方や調査方法などは極めて理論的であり純地質

学的で所謂オーソドックスな考え方9 調査のやり方が多い。

この様な点はとかく純地質学から離れ勝ちな前 3者の立場にある土木地質技術者にとってはたしか

に一つの教訓でもある O

* 静岡大学理学部地学教室
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これからの土木地質は以上のいろんな立場にある土木地質技術者が王子ーいに 在く意見の交換を行

ないながら前進することがその発擦を促す鍵となるものと考える O

日本応用地質学会の種々の集会の席はその最も良い場であるといえる O 日本応用地質学会の前身で

あった災害地質研究会創立当時の一員としてあえて一言した次第である O
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